
長野
ながの

県
けん

／県
けん

人口
じんこう

規模
きぼ

：2,087,307人（R2.1.1住基台帳人口）

西
にし

駒
こま

郷
ごう

指定
してい

管理
かんり

（社福）長野県社会福祉事業団
    しゃふく    ながのけんしゃかいふくしじぎょうだん

最大時
さいだいじ 定員

ていいん

：500名
めい

 保護
  ほご

部
ぶ

（重度
じゅうど

棟
とう

）60、更生
こうせい

訓練
くんれん

部
ぶ

190（うち児童
じどう

30）、生業
せいぎょう

部
　ぶ　

250

現状
げんじょう 定員

ていいん

：106名
めい

　ひまわり32、さくら60、まつば14

・Ｈ16「西駒郷基本構想
にしこまごうきほんこうそう

」に基
もと

づき、利用者
りようしゃ

の意向
いこう

・家族
かぞく

の希望
きぼう

を聞
き

きながら、

５年間
ねんかん

で250程度
ていど

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

が実現
じつげん

できるような計画
けいかく

を掲
かか

げ、積極的
せっきょくてき

に

地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

を進
すす

めた。入所者数は取組前
にゅうしょしゃすう　とりくみまえ

の441名
めい

から102名
めい

に大
おお

きく減少
げんしょう

。　新
し

規入所者
んきにゅうしょしゃ

を受
　う

け入
い

れていない。

・西
にし

駒
こま

郷
ごう

利用者
りようしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

を契機
けいき

として、全
ぜん

県域
けんいき

に知的
ちてき

障
しょう

がいのある方
かた

が地
ち

域
いき

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

するための基盤整備
きばんせいび

を図
はか

る。

・基本構想後
きほんこうそうご

の施設
しせつ

の役割
やくわり

・機能
きのう

・運営方法
うんえいほうほう

を見直
 みなお

すため、平成
へいせい

28年
ねん

にあり方検
かたけ

討会を
んとうかい

設置
せっち

（H28.7～H29.3に４回実施
かいじっし

）。

施設
しせつ

整備
せいび

面
めん

【基本
きほん

構想
こうそう

】

・グループホーム
   ぐるーぷ      ほーむ

への設備費
せつびひ

補助
ほじょ

、働
はたら

く場
ば

や活動
かつどう

の場
ば

となる通所
つうしょ

施設
しせつ

等
など

整備
せいび

への

補助
ほじょ

、相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

として障害者
しょうがいしゃ

総合
　　そうごう

支援
　　しえん

センター
　　せんたー

を全
ぜん

圏域
けんいき

に配備
はいび

。

・西駒
にしこま

郷
ごう

の利用者
りようしゃ

が地域
ちいき

の生活
せいかつ

にスムーズ
すむーず

に移行
いこう

できるように、敷地
しきち

内
ない

及
およ

び敷地
しきち

外
がい

に自活
じかつ

訓練
くんれん

事業
じぎょう

を実施
じっし

（居住
きょじゅう

棟
とう

を一部
いちぶ

改修
かいしゅう

）。

・60人
にん

規模
きぼ

の居住
きょじゅう

棟
とう

を１棟
とう

建設
けんせつ

。既存
きそん

の居住
きょじゅう

棟
　とう

は計画的
けいかくてき

に地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

を進
すす

め、

４人
にん

部屋
へや

を解消
かいしょう

し、必要
ひつよう

な改修
かいしゅう

を行
おこな

う。

【あり方
かた

検討
けんとう

会
かい

】

・老朽化施設
ろうきゅうかしせつ

の改善
かいぜん

・広大
こうだい

な土地
とち

が、利用者規模縮小
りようしゃきぼしゅくしょう

に対
たい

して過大
かだい

。維持管理負担
いじかんりふたん

も大
おお

きく、施設
しせつ

の

再配置
さいはいち

、利用停止建物
　りようていしたてもの

の撤去
てっきょ

、不要土地
　ふよう　とち

の有効活用等検討
ゆうこうかつようとうけんとう

が必要
ひつよう

。

定
員

て
い
い
ん

あり方
かた

等
とう

の

検討
けんとう

の経緯
けいい

・状況
じょうきょう

取
組

と
り
く
み

・
支
援

し
え
ん

等と
う

他県の障害者支援施設の検討事例
西駒郷（長野県）

県名
けんめい

施設
しせつ

名
めい

運営
うんえい

状況
じょうきょう

運営
うんえい

主体
しゅたい

第３回（令和３年９月３日） 資料２

・Ｈ16「西駒郷基本構想」に基づき地域生活移行を進め、入所者数は取組前の441名から102名に大き

く減少。新規入所者を受け入れていない。

・基本構想後の施設の役割・機能・運営方法を見直すため、平成28年にあり方検討会を設置（H28.7～

当事者目線の障がい福祉に係る将来展望検討委員会



運営
うんえい

面
めん

【基本
きほん

構想
こうそう

】

・地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

に当
あ

たって、長野
ながの

県
けん

が関係
かんけい

機関
きかん

等
など

と連携
れんけい

し、地域
ちいき

における総合
そうごう

的
てき

な支援
しえん

体制
たいせい

を整備
せいび

するとともに、地域
ちいき

への啓発
けいはつ

活動
かつどう

等
など

を行
おこな

いながら進
すす

めた。

・利用者
りようしゃ

の自己
じこ

決定
けってい

を尊重
そんちょう

し、多様
たよう

な移行
いこう

ルートを用意
ようい

した。

・利用者
りようしゃ

が地域
ちいき

生活
せいかつ

を継続
けいぞく

できなくなった場合
ばあい

は、再入所
さいにゅうしょ

可能
　　かのう

とした。

【あり方
かた

検討
けんとう

会
かい

】

○今後
こんご

担
にな

うべき役割
やくわり

：セーフティネット
　せーふてぃねっと

の確保
かくほ

、地域生活支援
ちいきせいかつしえん

の推進
すいしん

○実施
じっし

する事業
じぎょう

：施設入所支援
しせつにゅうしょしえん

、短期入所
たんきにゅうしょ

、生活介護
せいかつかいご

、相談支援
そうだんしえん

○地域生活支援
ちいきせいかつしえん

：県全体
けんぜんたい

の地域生活移行
ちいきせいかついこう

の推進役
すいしんやく

　　　　　　　　地域生活支援体制
ちいきせいかつしえんたいせい

のモデル施設
　もでる　しせつ

施設
しせつ

ＨＰ
ほーむぺーじ

、Ｈ29.3のあり方
かた

検討会
けんとうかい

の報告書
ほうこくしょ

等
とう

より

取
組

と
り
く
み

・
支
援

し
え
ん

等と
う

備考
びこう


